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財務会計ソフトでの読込操作（通常転記／完成振替）

4 転記設定

通常転記、完成振替の摘要転記内容に□枝番を追加し、工事コードの枝番の出力有無を設
定できるようにしました。

完成振替の摘要転記内容に□工事得意先略称を追加しました。

通常転記に「マイナス伝票」の設定を追加しました。
金額がマイナスの明細の転記方法を「そのまま転記」「逆仕訳転記」から選択します。

部門コードの入力桁数を半角英数字6文字に変更しました。
(PCA会計X/DX、PCA建設業会計DX、PCA個別原価会計DXのみ)

転記設定　部門

その他の受入条件は従来の内容から変更ありません。

受入項目：「1:データバージョンから自動判定する」を選択する

書き出したファイルの1行目にデータバージョンを出力するようにしました。

これにより「PCA会計X／DX」「PCA建設業会計DX」「PCA個別原価会計DX」にて汎用データの受
入を行う場合に、1箇所受入条件を設定していただく必要があります。

税区分 税区分コードに半角カナを入力できるように変更しました。

従業員グループ設定 PCA給与の従業員コードに変換するためのコード登録を追加しました。

完成振替 完成振替工事選択画面に選択した工事の件数を追加しました。

以下の給与計算ソフトに対応しました。
・PCA給与X/DX/クラウド

レッツ原価管理Ｇｏ２　仕訳伝票転記（PCA）機能追加・変更に伴う記載変更点

「レッツ原価管理Ｇｏ２」をご利用くださいまして、誠にありがとうございます。
本マニュアルにアップデートにより一部訂正・追加がございます。
※2023年4月4日時点での全ての訂正・追加を記載しております

機能 内容

全般

以下の財務会計ソフトに対応しました。
・PCA会計X/DX/クラウド
・PCA建設業会計DX/クラウド
・PCA個別原価会計DX/クラウド

通常転記、完成振替
仕訳確認モニターに「□エラー行のみ表示する」を追加しました。
エラーがある場合のみ表示され、チェックONにすると、エラーのある行のみを表示しま
す。

機能 内容

書き出したファイルの1行目にデータバージョンを出力するようにしました。

部分完成振替処理の工事選択画面の検索条件に、「□指定日時点の未成工事を出力する」
を追加しました。

完成振替
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PCA建設業会計DX、PCA個別原価会計DX

<概要>
PCA建設業会計DX、PCA個別原価会計DXに対応いたしました。

[建]PCA建設業会計DXの項目名　[個]PCA個別原価会計DXの項目名

PCA建設業会計DX／PCA個別原価会計DX　通常転記

No 項目名 桁 型

1 伝票日付 8 数字

2 伝票番号 5 数字

3 仕訳区分 2 数字

4 管理仕訳区分 2 数字

5 借方税計算モード 1 数字

6 借方部門コード 6 文字

●基本設定＞通常転記｢部門｣の設定により出力

・｢部門｣の設定が｢損益科目のみ｣

税込の場合：「1」を出力

●部門の転記先設定に従い出力

仕入伝票 損益科目のみ｢伝票部門｣を出力、他の科目は｢空白｣

支払伝票 ｢空白｣

非売仕 「1」 「2」 「0」

共売仕 「1」 「2」 「0」

不明 「0」 「0」 「0」

立替仕 「0」 「0」 「0」

課仕返 「1」 「2」 「0」

課売返 「1」 「2」 「0」

完課仕 「0」 「0」 「0」

完課売 「0」 「0」 「0」

非課売 「0」 「0」 「0」

対象外 「0」 「0」 「0」

課税売 「1」 「2」 「0」

非課仕 「0」 「0」 「0」

外税 別記

課税仕 「1」 「2」 「0」

※｢工事別仕入先(得意先)毎｣の場合は、内税､外税､別記毎に伝票を分けること
※伝票番号は重複可

「21」

「0」

●経理方式が｢税抜｣｢税込｣により下記出力

税抜の場合：伝票各明細行｢税区分｣｢税計算｣に従い下記出力

税計算 ※借方科目コードが「得意先」「仕入先」の場
合は「0」を出力
※0:税計算なし　1:内税自動計算　2:外税
自動計算
※伝票計の消費税行はすべて「0」

税区分 内税

●出力設定_□伝票番号を出力しないがONの場合、空白

●｢書出順｣の指定に従う

●転記のつど｢伝票番号｣に入力した数字から昇順に出力

●仕入＞支払＞査定作成＞売上＞入金＞入金振替伝票の順で付番

●｢転記単位｣設定が｢工事別仕入先(得意先)毎｣の場合は、伝票種類＞工事＞仕入先(得意先)
＞科目＞部門(ヘッダー)＞部門(明細)＞工種＞税区分ごとに集計して付番

●｢転記単位｣設定が｢仕入先(得意先)毎｣の場合は、伝票種類＞仕入先(得意先)＞科目＞部門
(ヘッダー)＞部門(明細)＞工種＞税区分ごとに集計して付番

・ 転記設定_基本設定_通常転記_工事コード　枝番を出力する＝OFF

データ出力内容　（Version5形式）

通常転記

●西暦出力　　出力例)20210131

●明細転記：伝票日付を出力
合計転記：集計期間の終了日を出力

●｢同一日付指定｣の場合はその日付を出力

レッツ原価管理Go2ではPCA建設業会計DX、PCA個別原価会計DXの通常転記データのみ書き出しを行い
ます。完成振替処理は会計ソフト側で行ってください。

PCA建設業会計V7からPCA建設業会計DXにバージョンアップした場合、工事コード桁数の仕様変更に対応
するため、以下の設定が必要になります。

・ 環境設定_基本設定_コード設定　工事コード桁数＝8
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・｢部門｣の設定が｢全科目」

・｢部門｣の設定が「出力しない」

7 借方部門名 30 文字 ●空白

8 借方科目コード 10 文字 ●科目、得意先、仕入先の転記先設定に従い出力

9 借方科目名 14 文字 ●空白

10 借方補助コード 10 文字 ●科目、得意先、仕入先の転記先設定に従い出力

●転記先に補助科目がない場合は｢空白｣

11 借方補助名 14 文字

12 16 文字

●転記設定の科目_工事出力に従い出力

●入庫：転記設定_入庫で指定したコードで出力

●伝票計消費税は空白出力

13 [建]借方工事名 20 文字 ●空白

[個]借方プロジェク
ト名

14 [建]借方工種コード 4 文字 ●転記設定の転記先設定に従い出力

[個]借方工程コード ●借方工事コードが出力される場合のみ出力

●工種がない場合は空白

15 [建]借方工種名
[個]借方工程名

20 文字

振替形式 工事出力ONの借方科目に出力

●その他：工事出力ONの科目は転記設定_その他で指定したコードで出力、工事出力OFFの科
目は空白出力

●空白

支払伝票 「工事未払金」が「工事出力」ONの場合に出力

売上伝票 「工事未収入金」が「工事出力」ONの場合に出力

入金伝票 工事出力ONの科目に出力

●空白

[建]借方工事コード
[個]借方プロジェク
トコード

●[環境設定(基本設定)]の「工事コード桁数」、[転記設定(基本設定)]の「枝番を出力する」オプ
ションに従う

☑枝番を出力する：明細行の工事コード左より[環境設定]の「工事コード桁数」分に「-」を追加

し工事コード枝番2桁を出力

☐枝番を出力する：明細行の工事コード左より[環境設定]の「工事コード桁数」分を出力

仕入伝票 工事出力ONの科目に出力

売上伝票 ｢工事未収入金｣の通常転記先

入金伝票 ｢科目｣の転記先

振替形式 ｢借方科目｣の通常転記先

振替形式 ｢借方科目｣の通常転記先

仕入伝票 ｢科目｣の転記先

支払伝票 ｢工事未払金｣の通常転記先

支払伝票 ｢工事未払金｣の通常転記先

売上伝票 ｢工事未収入金｣の通常転記先

入金伝票 ｢科目｣の転記先

※伝票部門：伝票の各明細行の部門、未入力の場合は空白を出力

※仕入先（得意先）部門：伝票ヘッダー部の部門

※伝票計の消費税：伝票部門なし

※損益科目：科目分類が「売上高」「原価」「販管費」「営業外収益」「営業外費用」「仮受消費税」「仮
払消費税」の科目

仕入伝票 ｢科目｣の転記先

入金伝票 全科目に｢伝票部門｣を出力

振替形式 ｢借方科目｣の｢伝票部門｣を出力

全伝票 ｢空白｣

仕入伝票 全科目に｢伝票部門｣を出力

支払伝票 ｢仕入先部門｣を出力、｢仕入先部門｣がない場合は｢伝票部門｣を出力

売上伝票 ｢得意先部門｣を出力、｢得意先部門｣がない場合は｢伝票部門｣を出力

売上伝票 ｢空白｣

入金伝票 損益科目のみ｢伝票部門｣を出力、他の科目は｢空白｣

振替形式 ｢借方科目｣が損益科目なら｢伝票部門｣を出力、他の科目は｢空白｣
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16 借方取引先コード 13 文字 ●転記設定_取引先コードの設定に従う

●借方科目が転記設定(科目)で取引先ONの場合に出力

17 借方取引先名 14 文字

18 借方税区分コード 2 文字

19 借方税区分名 14 文字

20 借方金額 12 数字 ●経理方式が｢税抜｣｢税込｣により下記出力

・仕入伝票

税込の場合：すべて「税込金額」で出力

21 借方消費税額 11 数字

・仕入伝票

※外税伝票計は「０」（消費税は「金額」に出力
される）

不明 「０」

立替仕 「０」

非売仕 消費税金額 課仕返 消費税金額

共売仕 消費税金額 課売返 消費税金額

不明 「０」 完課仕 「０」

立替仕 「０」 完課売 「０」

完課仕 「０」 非課売 「０」

課仕返 消費税金額 対象外 「０」

非課仕 「０」 課税売 消費税金額

対象外 「０」 非課仕 「０」

●経理方式が｢税抜｣｢税込｣に関わらず税区分ごとに以下のとおり出力

・振替形式伝票の借方

課税仕 消費税金額 課税仕 消費税金額

不明 税込金額

非売仕 税抜外税、税込内税

共売仕 税抜外税、税込内税

対象外 税込金額 ※税込内税：明細行が内税なら税込金額で
出力完課仕 税込金額

課仕返 税抜外税、税込内税

・入金伝票

課税仕 税抜外税、税込内税 ※税抜外税：明細行が外税なら税抜金額で
出力非課仕 税込金額

・売上伝票 非売仕 税抜外税、税込内税

税区分に関わらず税込金額を出力 共売仕 税抜外税、税込内税

・支払伝票 不明 税込金額

税区分に関わらず税込金額を出力 立替仕 税込金額

非売仕 税抜外税、税込内税 課仕返 税抜外税、税込内税

共売仕 税抜外税、税込内税 課売返 税抜外税、税込内税

不明 税込金額 完課仕 税込金額

立替仕 税込金額 完課売 税込金額

完課仕 税込金額 非課売 税込金額

課仕返 税抜外税、税込内税 対象外 税込金額

非課仕 税込金額 課税売 税抜外税、税込内税

対象外 税込金額 非課仕 税込金額

●外税伝票計の消費税：税区分は台帳｢科目ｰ消費税｣の登録に従う

●空白

税抜の場合：｢税区分｣に従い下記出力

・振替形式伝票の借方

課税仕 税抜外税、税込内税 課税仕 税抜外税、税込内税

｢対象外｣

入金伝票 ｢通常転記｣の税区分

振替形式 借方科目の税区分に応じた　｢通常転記｣の税区分

●科目｢諸口｣は｢対象外｣

出力しない 空白

●空白

●税区分の転記先設定に従い出力

仕入伝票 ｢通常転記｣の税区分

支払伝票 ｢対象外｣

売上伝票

出力する
転記設定（得意先/仕入先）で登録された取引先コードを出力、コード登録がな
い場合は空白
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22 貸方税計算モード 1 数字

23 貸方部門コード 6 文字 ●部門の転記先設定に従い出力

●基本設定＞通常設定｢部門｣の設定により出力

・｢部門｣の設定が｢損益科目のみ｣

・｢部門｣の設定が｢全科目」

・｢部門｣の設定が「出力しない」

24 貸方部門名 30 文字 ●空白

※伝票計の消費税：伝票部門なし

※損益科目：科目分類が「売上高」「原価」「販管費」「営業外収益」「営業外費用」「仮受消費税」「仮
払消費税」の科目

振替形式 ｢貸方科目｣の｢伝票部門｣を出力

全伝票 ｢空白｣

※伝票部門：伝票の各明細行の部門、未入力の場合は空白を出力

※仕入先（得意先）部門：伝票ヘッダー部の部門

支払伝票 全科目に｢伝票部門｣出力

売上伝票 全科目に｢伝票部門｣出力

入金伝票 ｢得意先部門｣を出力、｢得意先部門｣がない場合は｢伝票部門｣を出力

入金伝票 ｢空白｣

振替形式 ｢貸方科目｣が損益科目なら｢伝票部門｣を出力、他の科目は｢空白｣

仕入伝票 ｢仕入先部門｣を出力、｢仕入先部門｣がない場合は｢伝票部門｣を出力

税込の場合：「1」を出力

仕入伝票 ｢空白｣

支払伝票 損益科目のみ｢伝票部門｣を出力、他の科目は｢空白｣

売上伝票 損益科目のみ｢伝票部門｣を出力、他の科目は｢空白｣

非売仕 「1」 「2」 「0」

共売仕 「1」 「2」 「0」

不明 「0」 「0」 「0」

立替仕 「0」 「0」 「0」

課仕返 「1」 「2」 「0」

課売返 「1」 「2」 「0」

完課仕 「0」 「0」 「0」

完課売 「0」 「0」 「0」

非課売 「0」 「0」 「0」

対象外 「0」 「0」 「0」

「0」

課税売 「1」 「2」 「0」

非課仕 「0」 「0」 「0」

税計算 ※借方科目コードが「得意先」「仕入先」の場
合は「0」を出力
※0:税計算なし　1:内税自動計算　2:外税自
動計算
※伝票計の消費税行はすべて「0」

税区分 内税 外税 別記

課税仕 「1」 「2」

非売仕 消費税金額

共売仕 消費税金額

●経理方式が｢税抜｣｢税込｣により下記出力

税抜の場合：伝票各明細行｢税区分｣｢税計算｣に従い下記出力

完課仕 「０」

課仕返 消費税金額

不明 「０」

課税仕 消費税金額

非課仕 「０」

対象外 「０」

税区分に関わらず「０」を出力 共売仕 消費税金額

・売上伝票

税区分に関わらず「０」を出力

・入金伝票

・支払伝票 非売仕 消費税金額
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25 貸方科目コード 10 文字 ●科目、得意先、仕入先の転記先設定に従い出力

26 貸方科目名 14 文字 ●空白

27 貸方補助コード 10 文字 ●科目、得意先、仕入先の転記先設定に従い出力

●転記先に補助科目がない場合は｢空白｣

28 貸方補助名 14 文字 ●空白

29 16 文字

●転記設定の科目_工事出力に従い出力

●入庫：転記設定_入庫で指定したコードで出力

●伝票計消費税は空白出力

30 [建]貸方工事名 20 文字 ●空白

[個]貸方プロジェク
ト名

31 [建]貸方工種コード 4 文字 ●転記設定の転記先設定に従い出力

[個]貸方工程コード ●貸方工事コードが出力される場合のみ出力

●工種がない場合は空白

32 [建]貸方工種名
[個]貸方工程名

20 文字

33 貸方取引先コード 13 文字 ●転記設定_取引先コードの設定に従う

●貸方科目が転記設定(科目)で取引先ONの場合に出力

34 貸方取引先名 14 文字 ●空白

35 貸方税区分コード 2 文字 ●税区分の転記先設定に従いに出力

●科目｢諸口｣は｢対象外｣

●外税伝票計の消費税：税区分は台帳｢科目-消費税｣の登録に従う

36 貸方税区分名 14 文字 ●空白

37 貸方金額 12 数字 ●経理方式が｢税抜｣｢税込｣により下記出力

・仕入伝票 ・入金伝票

税区分に関わらず、税込金額を出力 税区分に関わらず、税込金額を出力

｢通常転記｣の税区分

入金伝票 ｢対象外｣

振替形式 貸方科目の税区分に応じた｢通常転記｣の税区分

税抜の場合：｢税区分｣に従い下記出力

出力する
転記設定（得意先/仕入先）で登録された取引先コードを出力、コード登録がな
い場合は空白

出力しない 空白

仕入伝票 ｢対象外｣

支払伝票 ｢通常転記｣の税区分

売上伝票

入金伝票 「工事未収入金」が「工事出力」ONの場合に出力

振替形式 工事出力ONの貸方科目に出力

●その他：工事出力ONの科目は転記設定_その他で指定したコードで出力、工事出力OFFの科
目は空白出力

●空白

☐枝番を出力する：明細行の工事コード左より[環境設定]の「工事コード桁数」分を出力

仕入伝票 「工事未払金」が「工事出力」ONの場合に出力

支払伝票 工事出力ONの科目に出力

売上伝票 工事出力ONの科目に出力

入金伝票 ｢工事未収入金｣の通常転記先

振替形式 ｢貸方科目｣の通常転記先

[建]貸方工事コード
[個]貸方プロジェク
トコード

●[環境設定(基本設定)]の「工事コード桁数」、[転記設定(基本設定)]の「枝番を出力する」オプ
ションに従う

☑枝番を出力する：明細行の工事コード左より[環境設定]の「工事コード桁数」分に「-」を追加

し工事コード枝番2桁を出力

仕入伝票 ｢工事未払金｣の通常転記先

支払伝票 ｢科目｣の転記先

売上伝票 ｢科目｣の転記先

売上伝票 ｢科目｣の転記先

入金伝票 ｢工事未収入金｣の通常転記先

振替形式 ｢貸方科目｣の通常転記先

仕入伝票 ｢工事未払金｣の通常転記先

支払伝票 ｢科目｣の転記先
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・振替形式伝票の貸方

税込の場合：すべて｢税込金額｣で出力

38 貸方消費税額 11 数字 ●経理方式が｢税抜｣｢税抜｣に関わらず税区分ごとに下記出力

・仕入伝票

39 摘要文 256 文字

40 数字１ 6 文字

41 数字２ 23 文字

42 入力プログラム区分 2 数字

43 配賦元税計算 1 数字

44 配賦元集計方法 1 数字

45 配賦元集計開始日付 8 数字

46 配賦元集計終了日付 8 数字

47 配賦元管理仕訳区分 4 数字

48 配賦元部門コード 6 文字

49 配賦元部門名 30 文字

50 配賦元科目コード 10 文字

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●基本設定＞通常転記「摘要転記内容」の選択項目が転記される

●各項目間には半角スペースが入る

●合計転記も明細転記の設定に従うが、｢伝票番号｣｢商品｣｢仕様｣は出力しない

●貸借の工事が異なる場合、摘要に｢工事コード｣と｢工事名称｣をまとめて｢諸工事｣ひとつで出
力する

●空白

●空白

完課売 「０」

課売返 消費税金額

不明 「０」

非課売 「０」 非売仕 消費税金額

対象外 「０」 共売仕 消費税金額

・売上伝票 不明 「０」

課税売 消費税金額 立替仕 「０」

非売仕 消費税金額 課仕返 消費税金額

共売仕 消費税金額 課売返 消費税金額

不明 「０」 完課仕 「０」

立替仕 「０」 完課売 「０」

完課仕 「０」 非課売 「０」

課仕返 消費税金額 対象外 「０」

非課仕 「０」 課税売 消費税金額

対象外 「０」 非課仕 「０」

・入金伝票

税区分に関わらず、「０」を出力 税区分に関わらず、「０」を出力

・支払伝票 ・振替形式伝票の借方

課税仕 消費税金額 課税仕 消費税金額

完課売 税込金額 ※税抜外税：明細行が外税なら税抜金額で
出力課仕返 税抜外税、税込内税

不明 税込金額 ※税込内税：明細行が内税なら税込金額で
出力

非課売 税込金額 非売仕 税抜外税、税込内税

対象外 税込金額 共売仕 税抜外税、税込内税

・売上伝票 不明 税込金額

課税売 税抜外税、税込内税 立替仕 税込金額

非売仕 税抜外税、税込内税 課仕返 税抜外税、税込内税

共売仕 税抜外税、税込内税 課売返 税抜外税、税込内税

不明 税込金額 完課仕 税込金額

立替仕 税込金額 完課売 税込金額

完課仕 税込金額 非課売 税込金額

課仕返 税抜外税、税込内税 対象外 税込金額

非課仕 税込金額 課税売 税抜外税、税込内税

対象外 税込金額 非課仕 税込金額

・支払伝票

課税仕 税抜外税、税込内税 課税仕 税抜外税、税込内税
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51 配賦元科目名 14 文字

52 配賦元未成原価区分 1 数字

53 配賦元補助コード 10 文字

54 配賦元補助名 14 文字

55 配賦元取引先コード 13 文字

56 配賦元取引先名 14 文字

57 配賦元税区分コード 2 文字

58 配賦元税区分名 14 文字

59 配賦元金額 12 数字

60 配賦元消費税額 11 数字

61 数字３ 40 文字

62 数字４ 40 文字

63 数字５ 40 文字

64 金額１ 18 数字

65 金額２ 18 数字

66 金額３ 18 数字

67 金額４ 18 数字

68 金額５ 18 数字

69 文字列１ 56 文字

70 文字列２ 56 文字

71 文字列３ 56 文字

72 文字列４ 56 文字

73 文字列５ 56 文字

74 単位 4 文字

75 単価 12 数字

76 数量 12 数字

77 端数処理方法 1 数字

PCA建設業会計DX　工事情報／PCA個別原価会計DX　プロジェクト情報

No 項目名 桁 型

1 16 文字

2 [建]工事名
[個]プロジェクト名

20 文字

3 カナ索引 ５ 文字

4 [建]工事正式名
[個]プロジェクト正
式名

40 文字

5 収益認識基準 1 数字

6 有効期間開始日 8 数字

7 有効期間終了日 8 数字

8 郵便番号 8 文字

9 住所１ 40 文字

10 住所２ 40 文字

11 TEL 26 文字

12 [建]施工主名
[個]発注者名

40 文字

13 [建]請負先コード
[個]得意先コード

13 文字

○ 「詳細」_「発注者」

○ 「得意先」の転記先に登録した「取引先コード」

○ 「工事場所」

空白

空白

空白

空白

空白

空白

○
「工事名称」左より40桁

○ 「進捗」_「計上基準」　　進行基準：「０」、完成基準：「1」、原価回収基準：「2」

☐枝番を出力する：明細行の工事コード左より[環境設定]の「工事コード桁数」分を出力

※契約日など2行目以降に出力するデータがある場合は2行目以降も工事コードを出力す
る

○ 「工事略称」
※契約日など2行目以降に出力するデータがある場合は2行目以降も出力する

※API ： PCA Client-API連動を使用した時に出力する項目（API連動を行うには別売りのアドオンが必要です）

API データの出力内容

[建]工事コード
[個]プロジェクト
コード

○ ●[環境設定(基本設定)]の「工事コード桁数」、[転記設定(基本設定)]の「枝番を出力す
る」オプションに従う

☑枝番を出力する：明細行の工事コード左より[環境設定]の「工事コード桁数」分に「-」を

追加し工事コード枝番2桁を出力

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白

●空白
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14 [建]請負先名
[個]得意先名

14 文字

15 [建]工事開始予定
日
[個]プロジェクト開
始予定日

8 数字

16 [建]工事終了予定
日
[個]プロジェクト終
了予定日

8 数字

17 完成日 8 数字

18 担当部門コード 6 文字

19 担当部門名 30 文字

20 担当者コード 13 文字

21 担当者名 20 文字

22 契約日
8 数字

23 摘要 20 文字

24 税率 1 数字

25 請負金額 12 数字

26 消費税額 11 数字

27 [建]完成工事高科
目コード
[個]プロジェクト売
上高科目コード

10 文字

28
[建]完成工事高科
目名
[個]プロジェクト売
上高科目名

14 文字

29 [建]完成工事未収
入金科目コード
[個]プロジェクト売
掛金科目コード

10 文字

30 [建]完成工事未収
入金科目名
[個]プロジェクト売
掛金科目名

14 文字

31 [建]未成工事受入
金科目コード
[個]プロジェクト前
受金科目コード

10 文字

32 [建]未成工事受入
金科目名
[個]プロジェクト前
受金科目名

14 文字

33 施工都道府県 8 文字

34 施工市区町村 14 文字

35 工事区分 1 数字

36 請負区分 1 数字

OFF

ON

37 担当者区分 1 数字

38 建設工事の種類
コード

3 文字

39 建設工事の種類名 21 文字

40 契約資産科目コード 10 文字

No.33～39は「PCA
建設業会計DX」の「工
事情報」でのみ使用。

「PCA個別原価会計
DX」の「プロジェクト情
報」では出力しません。

CSV出力の場合は出力しません
API出力の場合は「出力指定」_「契約資産科目」に設定した科目を出力

「工事経歴書」_「配置技術者」
「主任技術者」の場合：「0」、「監理技術者」の場合：「1」

「工事経歴書」_「種類コード」

○

空白

JV
「０」 「１」

「3」 「４」

「工事経歴書」_「都道府県」

「工事経歴書」_「市区町村」より14桁

「工事経歴書」_「公共・民間」
「公共」：「0」、「民間」：「1」、「その他」：「9」

受注区分

元請 下請

「受注区分」、「工事経歴書」_「JV」による

空白

○ CSV出力の場合は空白
API出力の場合は「出力指定」_「未成工事受入金科目」に設定した科目を出力

空白

○ CSV出力の場合は空白
API出力の場合は「出力指定」_「完成工事高科目」に設定した科目を出力

空白

○ CSV出力の場合は空白
API出力の場合は「出力指定」_「完成工事未収入金科目」に設定した科目を出力

○ 「請負金額」_「消費税率」より出力　　10%：「２」、8％：「1」、5%：「０」
※複数ある場合は2行目以降に出力

○ 「請負金額」_「契約金額」を出力
※税抜・税込は「経理方式」に従う
※複数ある場合は2行目以降に出力

○ 「請負金額」_「消費税」を出力
※複数ある場合は2行目以降に出力

空白

○ 「請負金額」_「契約日付」を西暦で出力
※複数ある場合は2行目以降に出力

空白

○ 「部門」の転記先に登録した「コード」で「工事部門」を出力

空白

○
担当者コードは「担当者コードの出力」に従う
「工事担当」・「営業担当」・「配置技術者」より選択

○ 「工事日程」_「着工日（予定）」を西暦で出力　出力例)20210131
空白の場合は「受注日」を出力

○ 「工事日程」_「竣工日（予定）」を西暦で出力
空白の場合は「受注日」を出力

○ 未成：空白、　完成：「進捗」_「日付」を西暦で出力

空白
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41 契約資産科目名 14 文字

PCA建設業会計DX／PCA個別原価会計DX　取引先（得意先）

No 項目名 桁 型

1 取引先コード 13 文字

2 取引先名 14 文字

3 カナ索引 5 文字

4 取引先正式名 40 文字

5 正式名フリガナ 30 文字

6 法人番号 13 文字

7 [建]請負先区分
[個]得意先区分

1 数字

8 [建]外注先区分
[個]支払先区分

1 数字

9 郵便番号 40 文字

10 住所１ 40 文字

11 住所２ 40 文字

12 TEL 26 文字

13 FAX 26 文字

14 振込先使用フラグ 1 数字

15 締日 2 数字

16 支払日 2 数字

17 振込に使用する勘
定科目区分

1 数字

18 会社口座コード 3 文字

19 会社口座名 40 文字

20 金融機関コード 4 文字

21 金融機関名 20 文字

22 店番号 3 文字

23 支店名 24 文字

24 口座番号 8 文字

25 預金種目 1 数字

26 送金方法 1 数字

27 振込手数料負担 1 数字

28 振込先手数料負担
境界金額

12 数字

29 識別区分 1 数字

30 顧客コード１ 10 文字

31 顧客コード２ 10 文字

32 EDI情報 20 文字

33 取引先名と異なる
名称を使用するフラ
グ

1 数字

34 振込先名 40 文字

35 振込先フリガナ 30 文字

PCA建設業会計DX／PCA個別原価会計DX　取引先（仕入先）

No 項目名 桁 型

1 取引先コード 13 文字

2 取引先名 14 文字

3 カナ索引 5 文字

4 取引先正式名 40 文字

5 正式名フリガナ 30 文字

6 法人番号 13 文字 空白

○ 「仕入先」のフリガナ左より5桁出力

○ 「仕入先」の「名称１」

○ 「仕入先」のフリガナ

API データの出力内容

○ 「仕入先」の転記先に登録した取引先コード

○ 「仕入先」の「略称」

「１」

空白

空白

空白

空白

空白

空白

空白

空白

空白

空白

空白

空白

空白

空白

空白

空白

空白

「０」

「０」

「０」

○ 「得意先」のTEL

○ 「得意先」のFAX

「０」

○ 「得意先」の郵便番号

○ 「得意先」の住所1

○ 「得意先」の住所2

空白

○ 「１」

○ 「0」

○ 「得意先」のフリガナ左より5桁出力

○ 「得意先」の「名称１」

○ 「得意先」のフリガナ

API データの出力内容

○ 「得意先」の転記先に登録した取引先コード

CSV出力の場合は出力しません

○ 「得意先」の「略称」
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7 [建]請負先区分
[個]得意先区分

1 数字

8 [建]外注先区分
[個]支払先区分

1 数字

9 郵便番号 40 文字

10 住所１ 40 文字

11 住所２ 40 文字

12 TEL 26 文字

13 FAX 26 文字

14 振込先使用フラグ 1 数字

15 締日 2 数字

16 支払日 2 数字

17 振込に使用する勘
定科目区分

1 数字

18 会社口座コード 3 文字

19 会社口座名 40 文字

20 金融機関コード 4 文字

21 金融機関名 20 文字

22 店番号 3 文字

23 支店名 24 文字

24 口座番号 8 文字

25 預金種目 1 数字

26 送金方法 1 数字

27 振込手数料負担 1 数字

28 振込先手数料負担
境界金額

12 数字

29 識別区分 1 数字

30 顧客コード１ 10 文字

31 顧客コード２ 10 文字

32 EDI情報 20 文字

33 取引先名と異なる
名称を使用するフラ
グ

1 数字

34 振込先名 40 文字

35 振込先フリガナ 30 文字

取引先名と異なる名称を使用するフラグによる。
「0」：「仕入先」の振込先口座名義
「1」：空白

取引先名と異なる名称を使用するフラグによる。
「0」：「仕入先」の振込先口座名義フリガナ
「1」：空白

空白

※レッツ原価管理Go2の会社銀行情報とPCA建設業会計DX／PCA個別原価会計DXの金融機関を同じコードで登録して
おく必要があります

空白

振込先使用フラグが「1」なら「0(使用する)」、
「０」なら「１(使用しない)」

「０」

空白

空白

「仕入先」の振込先口座番号 ★

「仕入先」の振込先預金種別による。
　普通預金：「1」、
　当座預金：「2」、
　貯蓄預金、その他はエラー（CSV出力時のみ)

「仕入先」の振込方法が「電信」：「０」、「文書」：「１」

「仕入先」の手数料負担が「当方負担」：「０」、「先方負担」：「１」

空白

「仕入先」の振込先支店番号 ★

空白

「仕入先」の振込元（会社銀行※） ★

空白

「仕入先」の振込先銀行番号 ★

「仕入先」の締日

「仕入先」の支払日

「０」

○ 「仕入先」のTEL

○ 「仕入先」のFAX

振込先情報（★の項目)がすべてある場合は「１」、それ以外は「０」

○ 「仕入先」の郵便番号

○ 「仕入先」の住所1

○ 「仕入先」の住所2

○ 「０」

○ 「1」
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ページ 場所

10

対象伝票＿転記単
位
●仕入先別／得意
先別

32
資料B-1 PCA建設
業会計V.7 伝票番
号 完成振替

41
資料B-2 PCA会計
X/DX　借方税計算
モード

44
資料B-2 PCA会計
X/DX　貸方部門
コード

32～
47

データの出力内容

○「損先科目」のみ

（削除）
※「立替仕」は完成振替での転記対象ではありません

完成振替での「立替仕」に関する記述

伝票計の消費税行はすべて「1」 伝票計の消費税行はすべて「0」

誤

○伝票番号：伝票種類毎に１伝票番号を付番。

本マニュアルに一部訂正・追加がございますので、謹んで次のとおり訂正いたします。

正

○伝票番号：１仕入先／得意先につき１伝票番号を付
番。

○「損益科目」のみ

レッツ原価管理Ｇｏ２　仕訳伝票転記（PCA）　訂正表

●200行を超えた行から別の伝票にする
●分割した伝票の伝票番号は別に付ける

(削除)

「レッツ原価管理Ｇｏ２」をご利用くださいまして、誠にありがとうございます。
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